
「令和７年度 全国学力・学習状況調査」の結果について 

【富里市立富里北中学校】 

 

 令和７年４月に、小学校第６学年全児童、中学校第３学年全生徒を対象として、「全国学力・学

習状況調査」が実施されました。本校の中学校の結果についてお知らせします。 

 

１ 生徒が受けた調査について 

 「国語」、「数学」、「理科」、「生徒に対する質問紙調査」の調査が実施されました。それぞれの内

容は下記のとおりです。 

 教科に関する調査  

（１）①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活におい

て不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を 

立て実践し評価・改善する力等 

※出題範囲：原則として調査する学年の前学年までに含まれる指導事項 

 質問紙調査 

  学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査 

                          ＊調査問題は「国立教育政策研究所」のＨＰで閲覧できます。 

                                  http://www.nier.go.jp/25chousa/25chousa.htm 

 

２ 本校生徒の調査結果 

  本校生徒の調査結果及び分析は以下のとおりです。 

（１）教科の正答率について 〔※ 全国公立中学校の平均正答率（以下全国平均）との比較〕 

国 語 

学習指導要領に示されている〔知識及び技能〕、〔思考力、判断

力、表現力等〕の内容に基づき、全体を視野に入れながら中心

的に取り上げるものを精選して出題 

B 

数 学 
学習指導要領における、「数と式」、「図形」、「関数」、「データの

活用」の各領域に示された指導内容からバランスよく出題 
A 

理 科 
学習指導要領の目標及び内容に基づき、「エネルギー」「粒子」

「生命」「地球」の各領域を横断した問題を出題 
A 

 

☆ 全国平均正答率との比較について 

 Ａ：＋５.０％より上回っている場合「良好」 

 Ｂ：＋５.０％～－５.０の場合「ほぼ同じ」 

 Ｃ：－５.０％より下回っている場合「要改善」 



（２）教科ごとの分析 
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【改善方策等】 

「言葉の特徴や使い方に関する事項」と「話すこと・聞くこと」の力を高めるために、授業

内で意見交換や発表などの機会を増やしていきます。その際には、自分自身が話すときに施す

工夫を考えて実践し、聞くときには相手の発表に施された工夫点を探す活動を取り入れます。 

記述で正しく解答するために、説明的文章や文学的文章の作品を要約して重要部分を捉える

力を継続して高めるとともに、問題で問われていることを正確に理解し、正しく解答できる力

を身に付けるように、ワークや問題演習を通して対策していきます。様々な作品に親しむこと

は、内容理解を深めることに繋がるため、読書の時間も大切にしていきます。 

 

【特徴と現状】 

今年度は、「書くこと」と「読むこと」に関する正答率が県平均と全国平均を上回っていま

す。選択式と短答式による解答がよくできていることから、作品の内容を要約しながらまとめ

ることで、重要部分をとらえる力を日々鍛えてきたことが成果につながったと考えられます。 

「言葉の特徴や使い方に関する事項」と「話すこと・聞くこと」の力を高めること、そして、

記述による解答に課題が見られます。作品の読解のみでなく、相手の話す内容や話す際の工夫

に目を向け、捉える力を高める必要があります。 
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【改善方策等】 

表現力・論理的思考力を強化するため、生徒が問題を自作したり、自分の言葉で考えをま

とめたりする活動を多く取り入れていきます。 

グループ学習や発表活動で説明する機会を増やし、理解の深化を図ります。副教材（ワー

ク）の記述式問題を取り上げ、記述のポイント等を解説し、同じ問題を繰り返し取り組んで

いきます。しかし、記述式問題は１問解くにも時間がかかるので、授業内だけでは、「量」を

こなすことができず、授業内で理解できても、定着までたどり着けない可能性があります。

そのため、家庭学習で授業の復習をするとともに、理解しているうちに記述式問題に挑戦し、

定着を目指していきます。 

 

【特徴と現状】 

どの分野においても、基礎から活用までバランスよく得点しており、学力が比較的安定し

ています。特に「データの活用」や「図形」、「関数」といった発展的な領域に強みがあり、

グラフの読み取り問題に対して十分に力を発揮することができています。 

「数と式」の領域も全国平均を上回っており、土台となる基礎学力がしっかりと身に付い

ていることが伺えます。形式でみると、記述式は全国平均を上回っているものの、得点率自

体が低めであるため、表現力・論理的思考力の一層の強化が必要であると考えられます。 
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【改善方策等】 

千葉県教育委員会が推奨する「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラムの【ま

とめあげる】に重点をおき、表現する力（書く力）の育成に力を入れて取り組んでいきます。 

領域別では「エネルギー」を柱とする領域が全国平均を下回っています。他の領域に比べ、

直接、目で見えないため、イメージしにくく、考えが深められなかったことが原因の１つだ

と考えられます。そのため、この領域を学習する際は、他の領域以上にＩＣＴ機器を活用し、

可視化することでイメージを膨らませ、思考をより深められるようにしていきます。 

【特徴と現状】 

選択式・短答式・記述式の全ての項目で、全国平均の正答率を上回っています。日々の授

業で行っている一問一答形式の語句の確認や、なぜそのようになるのかを話し合いながら考

え、まとめている成果だと考えられます。しかし、その話し合いの時間の確保を優先するあ

まり、自分の考えを書いてまとめる時間の確保が少なくなってしまいました。その結果、記

述式が他の項目と比べて伸び悩んでしまったのではないかと推測されます。今後は、授業の

中で自分の考えを書いてまとめる時間もしっかりと確保していきます。 
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 （３）生徒に対する質問紙調査の結果及び分析 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ まとめ 
  全体的に国語と数学は、全国平均正答率と同程度の値を示しています。また、過去３年間の経

年変化を総合的に分析すると上昇傾向にあります。 

本校では、「生徒一人一人が意欲的に参加し、自主的に学習課題に取り組む授業づくり」を目指

しています。引き続き、各教科・領域において積極的に小グループ活動や ICT 機器を活用した授

業を展開し、生徒一人一人が主体的な態度で学習課題に取り組む態度を育んでいきます。 

 

【特徴と現状】 

「総合・学級活動・道徳」や「主体的な学習の調整」、「学習習慣」に関する数値が向上

しています。これに関連して、教科を中心とした学力・学習状況における「主体的・対話

的で深い学び」に関する数値も上昇しています。各教科や道徳、総合的な学習の授業の中

で、少人数での話し合い活動や学習活動が定着してきていることが要因の１つだと考えら

れます。今後も学校全体で主体的な学習を促す取り組みを継続していきます。 

課題として、全国平均と比べ、読書する時間が減少傾向にあります。昼休みだけでなく、

授業においても図書室を積極的に利用し、日常的に読書に親しめるように促していきま

す。 
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